
 

 
株式会社 大栄建設 SDGｓ宣言 

 
当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の趣旨に賛同し、 

積極的な取組みを通じて、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

2022年 4 月 1日 

株式会社  大栄建設 

代表取締役  森  正 

 

 

 

 

 
1. ハイブリットカーを社用車として導入し、二酸化炭素の排出削減に貢献いたします。 

 

2. 若手社員の積極的な採用と資格取得サポート制度の導入により、 

キャリアアップ支援を行っていきます。 

 

3. ICT 活用工事を積極的に導入し、生産性の向上を目指していきます。 

 

 
 

SDGｓの達成へ向けた具体的取組 



（様式第４号） 

令和 6 年 10 月 2 日 

 

ＳＤＧｓ達成に向けた取組及び指標の進捗状況報告書 

 

所 在 地： 新潟県新潟市東区海老ケ瀬 664 

名 称： 株式会社 大栄建設 

代 表 者： 森  正 

登録年月日： 令和4年 9月 28日 

 

 新潟県ＳＤＧｓ推進建設企業登録制度実施要綱第８条の規定により、下記のとおり進捗状況を報告します。 

 

三側面 具体的取組 2030 年に向けた指標 
関連する

ゴール 

環境 

ハイブリットカーを社用車として導入し、二酸化炭素

の排出削減に貢献していく。また、PHV車・EV車の

導入を行っていく。現在、初のEV車を導入するため

に準備中である。 

ハイブリットカーの導入割合 

7 
【登録時】15.3%(2022 年度) 

【現状値】23.0%(2024 年度) 

【目標値】25％ 

社会 

若手社員の積極的な採用と資格取得サポート制

度の導入により、キャリアアップ支援を行っている。 

＜実績＞ 

1 級土木施工管理技士 1名合格 

1 級土木施工管理技士補 1 名合格 

資格取得サポート制度  

※若手社員に対する実施割合 

4 
【登録時】25％(2022 年度) 

【現状値】50％(2024 年度) 

【目標値】50％ 

経済 

ＩＣＴを積極的に活用し、生産性の向上やそれに

伴う労働環境の向上に取り組んでいく。 

<実績＞ 

2021.11 月～2022.10 月  

西土第 39号 ICT 施工を活用 

ＩＣＴ活用工事の年間 件数 

8 
【登録時】 0 件(2022 年度) 

【現状値】 1 件(2024 年度) 

【目標値】 1 件以上 

その他  

 

 
【登録時】 

【現状値】 

【目標値】 

 

 



（様式第４号） 

令和 5 年 10 月 2 日 

 

ＳＤＧｓ達成に向けた取組及び指標の進捗状況報告書 

 

所 在 地： 新潟県新潟市東区海老ケ瀬 664 

名 称： 株式会社 大栄建設 

代 表 者： 森  正 

登録年月日： 令和4年 9月 28日 

 

 新潟県ＳＤＧｓ推進建設企業登録制度実施要綱第８条の規定により、下記のとおり進捗状況を報告します。 

 

三側面 具体的取組 2030 年に向けた指標 
関連する

ゴール 

環境 

ハイブリットカーを社用車として導入し、二酸化炭素

の排出削減に貢献していく。また、PHV車・EV車の

導入を行っていく。 

ハイブリットカーの導入割合 

7 
【登録時】15.3%(2022 年度) 

【現状値】23.0%(2023 年度) 

【目標値】25％ 

社会 

若手社員の積極的な採用と資格取得サポート制

度の導入により、キャリアアップ支援を行っている。 

実績：1級土木施工管理技士 1 名合格 

資格取得サポート制度  

※若手社員に対する実施割合 

4 
【登録時】25％(2022 年度) 

【現状値】25％(2023 年度) 

【目標値】50％ 

経済 
ＩＣＴを積極的に活用し、生産性の向上やそれに

伴う労働環境の向上に取り組んでいく。 

ＩＣＴ活用工事の年間 件数 

8 
【登録時】 0 件(2022 年度) 

【現状値】 1 件(2023 年度) 

【目標値】 1 件以上 

その他  

 

 
【登録時】 

【現状値】 

【目標値】 

 

 


